
【導入】 

「自分の頭で考えろ！！！」 

誰しも、こんなアドバイスを受けたことがあると思います。 

しかし、実際やってみようとすると、自分の頭で考えるって、一体何なんだ、と。その部分が理解できな

いことには、このアドバイスは「わかったようで、わからない」 

 

私は昨年、大学院への進学を考えていたところから、急遽方向転換をして就職活動をしてきました。 

知っているようであまり知らない世界に飛び込み、色んな判断をしてきたと思っています。そこで得た気

づきが、「自分の頭で考えること」と、そして「弁論部で行ってきたこと」結びついているように思えまし

た。 

そこで、「自分の頭で考える」というのがどういうことなのか、この弁論を通して、一緒に考えていければ

と、思っています。 

 

【本論】 

 

ここにいる聴衆の人たちは、弁論部に入っているくらいですから、きっと自分の頭で考えることや自分

の意見を持つことに挑戦している人だと思います。 

皆さん自身も、自分の頭で考えるように努力している、と思っているはずです。 

でも、世の一般の人に聞いても、誰だって自分は日々自分の頭で考えている、という答えは返ってきま

す 

たとえ一目で見て嘘だと分かるような陰謀論を信じている人たちでさえ、「大衆は何も考えていない」と

いうような発言をするのですから、誰だって「自分は自分の頭で考えている」と思っているわけです。自

分の頭で考えられているかどうかの判断は、難しそうだということがうかがえますね。 

 

では、自分の頭で考えている状態とはいったいどういう状態を指すのか。ここは一つ、逆方向から定義

してみようと思います。自分の頭で考えていない状態とは？ 

それは「他人の頭で考えたもの」を借りてきている状態でしょう。 

 

たとえば私たちが何か意思決定をするときに、誰かの意見を参考にすることは多々あると思います。テ

レビをみたり本を読んだりして著名人の見解を学んだり、友人が言っていた意見に動かされたり、そう

いう「他人が考えた」意見をもとにすることで、自分の立場を定めたり、具体的な行動をとります。 

 

こう考えると私たちの生活で使われる意見は、他人の頭で考えたものがほとんどです。全部を自分の

頭で考えていたらキリがないですから当然です。この「他人の頭で考えたもの」を使って生活するのは

別に悪いことではなさそうです。 



 

ですが、「他人の頭で考えたもの」ですべてが賄えるかと言ったらそうではないでしょう。 

 

たとえば導入の私の例。 

私は大学三年生になって、いきなり進路を就活に向けたものですから、どんな業界があるかさえ知らな

い状態でした。 

そのときに、なぜコンサルタントを目指すのか、と面接官に聞かれたとき、いわゆる「当たり障りのない

答え」というのを使ってしまっていたわけです。 

これからは終身雇用が保証されない時代で、自分の力でキャリア形成しなきゃいけなくて、若いうちか

ら裁量もって働かせてもらえて、業界の俯瞰的な知識が手に入る…… 

確かに間違ってはいないんですよ。でも、これは、誰でもいえる答えなわけですよね。 

これは、先ほど言った、「他人の頭で」考えてしまった例だと思います。誰にとっても正解になる答えで

あって、なぜ私がそういったものを志向するのかは見えてこない。私自身も、そのことについて理解で

きていなかったと思います。 

 

この自分の頭で考えられているか否かという事象について、「一般解」と「個別解」という概念で整理し

てみたいと思います。 

「一般解」はいわゆる通説だったり、当たり障りのない答えです。 

私が就活の際に使った「誰にでも言える答え」はこの一般解にあたるでしょう。 

 

対して「個別解」。これは、その人にとっての答えです。その人の背景、その人の立場、その人の利害

に則って判断するときの答えです。その人なりの動機から出発して考えていって、最終的に「一般解」と

似たものに辿り着くこともあるでしょうけれど、その人の立場から出た答えとして発信できる点で、大きく

異なると思います。 

 

「一般解」は通説なので、あくまで他人の考えた内容なわけです。これを知っているというだけなのに、

自分で考えた、自分の答えだと取り違えてしまうのは、かなりまずい。 

誰もが言っている通説を知っているだけなのに、自分の頭で考えて「個別解」を出したつもりになってし

まうというのは戒めるべきではないか。 

これが、私の問題意識です。 

 

では、それをどう打開していけばいいのかについて考えていきます。 

まず結論から言うと、私は、この弁論界で行われている営み、弁論作成に、その打開の糸口があると

主張したい。 

 



私たちが日々行う弁論、それは多くの場合、社会問題をテーマとして取り上げます。 

社会問題は、社会にとっての問題ですから、普段においては先の例でいう一般解で語られる内容で

す。 

例えば高齢者ドライバー問題。罰則を強化すべき！とか、免許返納させるべき！といった言説ならどこ

に行っても見かけることができます。でも、これだけの主張では、誰でも言える話で、改めて弁論にする

価値がない。単調な主張一つで作れるほど弁論は簡単でないことを、みなさんはよくご存じのことでし

ょう。 

 

このテーマを弁論として作り上げるためには、問題を「自分ごと」として捉えなおし、自分の言葉で語り

なおす必要があります。 

つまり、一般解で済む話を、あえて個別解として語りなおす営みであると言えます。 

 

なぜ弁士はこの問題を取り上げたのか？弁士はどの点を問題視しているのか？どういった社会がある

べき姿だと考えているのか？弁士が問題視している点を解決する策は何が適切なのか？ 

 

一般解で済ませている間には考えなくてよかったような内容が、「私は」という主語で、自分の責任のあ

る言葉として語りなおすと、様々湧いて出てくるわけです。 

自分がその問題を引き受けて演台に立ち、弁士となるとき、皆さんご存知の通り、批判を受ける立場に

なります。一般解においては、ある程度まで納得してもらえているものですが、より具体的にして個別

解の領域に踏み込んでいけば、立場の相違も出てきます。それを、自分の言葉として、批判に応答す

る責任をもって語ること。ここに弁論の、自分の頭で考えて個別解を導き出す訓練としての大きな効果

があるのではないでしょうか。 

 

私はここまで、自分の頭で考えていると思い込むことの危うさ、そして、弁論的な、弁士として今ある問

題を語りなおそうとする姿勢がその打開につながるという事を主張してきました。 

 

私が結局のところ伝えたいのは、弁論部にいるみなさんは、自分の頭で考え、自分の言葉で伝えると

いうことを大切にして欲しい、ということです。 

弁論を作るときには、社会を自分の言葉で語りなおすことを大切にして欲しいし、弁論以外でも、弁論

を作るかのように、自分の言葉で語るならばどうなるかを考えるようにして欲しい。 

 

おそらく、普通に過ごしていたら、一般解を持っているだけで満足してしまうシーンは多く存在します。

勉強家の人ならなおさらそうだと思います。 

知識として「知っている」だけならば、一般解の状態で構わないです。ただ、あなたが意思決定をすると

き！ 



自分の人生の行く先を決めるとき、そのときには、あなた自身の頭で考えて、あなたの答えを出すよう

にして欲しいのです。 

 

私が「自分の頭で考える」ことについて向き合えるようになったきっかけは、弁論界に入って、そこにい

る人たちが、自分の言葉で世の中を語ろうとしている姿に刺激されたことにあります。 

真に自分の頭で考えようとしている営みを間近でみることは、「自分は何事も自分の頭で考えている」と

いう思い込みから、目覚めることにつながるはずです。あなたたちは、そういった人であって欲しい。 

 

ご清聴ありがとうございました。 

 


